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地域再生・活性化に関する全国自治体
アンケート調査

2010年 月実施• 2010年７月実施

• １）全国市町村の半数（無作為抽出）及び政１）全国市町村の半数（無作為抽出）及び政
令市・中核市・特別区で計986団体、

２）全国47都道府県に送付２）全国47都道府県に送付。

• １）については返信数597（回収率60.5％）、

２）については返信数29（回収率61.7％）。

以下に示すのは１）の市町村分＊以下に示すのは１）の市町村分。
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現在直面している政策課題で特に優先度が高
いと考えられるもの（複数回答可）
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(n=597)

317

154

１）人口減少や若者の流出

２）財政赤字への対応

37

173

３）格差・失業や低所得者等の生活保障

４）中心市街地の衰退

128

161

５）コミュニティのつながりの希薄化や孤独

６）経済不況や産業空洞化

433

166

７）少子化・高齢化の進行

８）農林水産業の衰退

11

61

９）自然環境の悪化

10）その他

「少子化・高齢化の進行」、「人口減少や若者の流出」が特に多い。 2



地域による多様性（人口規模別）
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②人口１万人以上
５万人未満

③人口５万人以上
３０万人未満
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④人口３０万人以上
１００万人未満

⑤人口１００万人以上の都市

317

2
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1

173

8

128

5

161

11

433 166

6

61

1

11

⑤人口１００万人以上の都市
及び東京都の区（特別区）

総合計

1)人口
減少や
若者の流出

2)財政赤字
への対応

3)格差・失業や
低所得者等の
生活保障

4)中心
市街地の
衰退

5)ｺﾐｭﾆﾃｨの
つながりの
希薄化や孤独

6)経済
不況や
産業空洞化

7)少子化・
高齢化の
進行

8)農林
水産業の
衰退

9)自然
環境の
悪化

10）その他

・小規模市町村では「人口減少や若者の流出」が特に問題。
・中規模都市では「中心市街地の衰退」。

大都市圏 は「 ながり 希薄化や孤独 （「格差 失業や低所得者等・大都市圏では「コミュニティのつながりの希薄化や孤独」（「格差・失業や低所得者等の
生活保障」も）。 3



地域の活性化を図っていくにあたり特に

重視している分野（複数回答可）
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(n=597)

429

112

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

１）福祉サービスの充実（高齢者福祉、子育て支援等）

２）環境関連政策の推進（自然エネルギー、環境保全等）

( )

167

199

３）中心市街地の活性化（商店街の振興等）

４）まちづくり関連施策の推進（景観、公共交通等）

97

243

241

５）地場産業や伝統技術の振興

６）農林水産業の振興・再生

７）観光事業の強化

75

6

８）文化・教育関連分野の充実

９）科学技術・研究開発の振興

69

46

10）インフラ（道路・港湾等）の整備

11）その他

「福祉サービスの充実」が特に多い。 4



今後の地域社会の目標あるいは行政運営に関する指標
（複数回答可）

(n=597)

126
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１）地域での経済成長に関する指標

（住民一人当たり所得の増加など）

(n=597)

393

38

２）住民の主観的満足度の上昇

３）食糧やエネルギー面での自立性ないし持続可能性

167

29

４）人口水準の維持や世代間構成のバランス

５）貧困・格差や失業率に関する指標

44

221

６）経済の地域内循環に関する指標

７）地域における人々のつながりや交流等に関する指標

6８）その他

・「住民の主観的満足度の上昇」が全体を通じて最上位に。住民 観的満足度 昇」 体を通 最 位 。

・あまり地域差はない。続いて多いのが「地域における人々のつながりや交流等に関する
指標」でこれもソフト面（ソーシャル・キャピタル的なもの）。続いて「人口水準の維持や世代
間構成のバランス」。

・「食糧やエネルギー面での自立性ないし持続可能性」や「経済の地域内循環に関する指
標」は少ない。しかしこれらは今後非常に重要で、指標づくりやその浸透が課題ではないか。 5



人口減少社会という時代状況における
今後の地域社会や政策の大きな方向性
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１）困難な状況の中でも可能な限り経済の拡大 成長が実現

(n=597)

67
１）困難な状況の中でも可能な限り経済の拡大・成長が実現

されるような政策や地域社会を追求していく（〔成長型社会〕）

437
２）拡大・成長ではなく生活の豊かさや質的充実が実現される

ような政策や地域社会を追求していく（〔定常型社会〕）

３）人口や経済の規模が減少していくことを前提にそうした方

74

３）人口や経済の規模が減少していくことを前提にそうした方

向にソフトランディングすべく様々な施策等の縮小・再編を進

めていく（〔縮小型社会〕）

15４）その他
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今後の地域再生・活性化において特に鍵と
なるポイント（複数回答可）

0 50 100 150 200 250 300 350 400
(n=597)

374

96

１）住民の愛郷心や地域コミュニティへの帰属・参画意識

２）ソーシャル・ビジネス（コミュニティ・ビジネス）や

社会的起業の活性化・支援

182

193

社会的起業の活性化・支援

３）地方自治体の財政面での自立性や分権を通じた

権限強化

４）国による適切な支援（交付税、補助金等）

134

249

５）経済の地域内循環の活性化

６）地域が有する歴史的伝統・資源や自然環境等の活用

273

8

７）若者や地域の人材の定着ないし積極的活用

８）大学や研究機関等の誘致

181

12

９）有力企業や工場等の誘致

10）その他
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③人口５万人以上
３０万人未満

④人口３０万人以上
１００万人未満
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1
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⑤人口１００万人以上の都市
及び東京都の区（特別区）

総合計 374 96 182 193 134 249 273 181 12総合計

1)住民の
愛郷心や
地域ｺﾐｭﾆﾃｨ
への帰属・

2)ｿｰｼｬﾙ・
ﾋﾞｼﾞﾈｽや
社会的起業の
活性化・支援

3)地方
自治体の
財政面での
自立性や

4)国による
適切な支援

5)経済の
地域内循環
の活性化

6)地域が
有する歴史的
伝統・資源や
自然環境等の

7)若者や
地域の人材の
定着ないし
積極的活用

8)大学や
研究機関
等の誘致

9)有力
企業や
工場等の
誘致

10）その他

の帰属
参画意識

活性化 支援 自立性や
分権を通じた
権限強化

自然環境等の
活用

積極的活用 誘致

・「住民の愛郷心や地域コミュニティへの帰属・参画意識」が全体を通じて最上位に。住民 愛郷 地域 ティ 帰属 参画意識」 体を通 最 位 。

・大都市圏では「地方自治体の財政面での自立性や分権を通じた権限強化」が多。

逆に、小規模町村（農村部）では「国による適切な支援」が上位に。

・小規模町村（農村部）では、「若者や地域の人材の定着ないし積極的活用」がトップ。8


